
１． 調査団員・氏名 
 
1-1 第１次現地調査時(平成 20 年 2 月 27 日～4 月 1 日) 
(1) 総括    ：                     喜多村祐介（JICA パプアニューギニア事務所長） 
(2) 計画管理：                    江上雅彦（JICA 無償資金協力部第一グループ運輸

交通・電力チーム） 
(3) 業務主任/橋梁計画：      安井淳治(株式会社 長大) 
(4) 橋梁設計 I：           森 雅彦(株式会社 長大) 
(5) 橋梁設計 II：                    中村仁司(株式会社 長大) 
(6)  環境社会配慮：                  黒木浩則(日本技術開発 株式会社) 
(7) 施工計画/積算：                 森下 潤(株式会社 長大) 
(8) 自然条件調査 I：                岡部信之(日本技術開発 株式会社) 
(9) 環境社会配慮 II/自然条件調査 II： 川辺了一(株式会社 長大) 
 
1-2  第２時現地調査（平成 20 年 6 月 15 日～6 月 28 日） 
 (1) 総括： 喜多村祐介（JICA パプアニューギニア事務所長） 

(2)  環境社会配慮 I ： 黒木浩則(日本技術開発 株式会社) 
(3) 環境社会配慮 II：            川辺了一(株式会社 長大) 

 
1-3 概要説明時(平成 20 年 10 月 5 日～12 日) 
 (1) 総括： 喜多村祐介（JICA パプアニューギニア事務所長） 
 (2) 計画管理：          讃井一将（JICA 経済基盤開発部 運輸交通・情報

通信第二課） 
 (3) 業務主任/橋梁計画：  安井淳治(株式会社 長大) 
 (4) 橋梁設計 I：  森 雅彦(株式会社 長大) 

(5)  環境社会配慮：  黒木浩則(日本技術開発 株式会社) 

A1-1



2. 調査行程  
2-1 第 1 次現地調査（平成 20 年 2 月 27 日～平成 20 年 4 月 1 日） 

 
 

団長 計画管理

喜多村 江上 安井 森 中村 黒木 森下 岡部 川辺
1 2月27日Wed 成田発 成田発

2
2月28日Thu

POM着、PM:JICA

事務所
POM着、PM:JICA

事務所

3
2月29日Fri

AM:日本大使館、
PM:DNPM

AM:日本大使館、
PM:DNPM

4 3月1日Sat ブカ移動

5 3月2日Sun
6 3月3日Mon
7 3月4日Tue 現地調査 ラバウル移動

8 3月5日Wed POM移動 成田発 成田発

9 3月6日Thu 情報収集 POM着 レイ移動 POM着

10 3月7日Fri DOW、DEC DEC、DNPM,DOW

11 3月8日Sat 成田発 POM移動 情報収集 資料収集 ブカ移動

12 3月9日Sun POM着、団内打合せ 団内打合せ 団内打合せ

13 3月10日Mon DEC

14 3月11日Tue DOW

15 3月12日Wed ブカ移動

16 3月13日Thu ラバウル移動

17 3月14日Fri 成田着 ラバウル移動

18 3月15日Sat ブカ移動

19 3月16日Sun
20 3月17日Mon
21 3月18日Tue ブカ移動 POM移動

22 3月19日Wed 成田着

23 3月20日Thu
24 3月21日Fri
25 3月22日Sat
26 3月23日Sun
27 3月24日Mon
28 3月25日Tue
29 3月26日Wed POM移動

30 3月27日Thu
31 3月28日Fri
32 3月29日Sat POM移動

33 3月30日Sun
34 3月31日Mon
35 4月1日Tue

移動 ポートモレスビー 現地 ラバウル レイ

現地調査

BO入管手続き

資料収集

資料整理

POM見積り

現地調査

現地調査

ABG協議　

ブカ移動

資料整理

午前　日本大使館、午後　JICA

団内打合せ

午前　日本大使館、午後　JICA事務所　結果報告

午前　DNPM,DOW,ABGミニッツ最終確認、午後　DNPM,DOW,ABGミニッツサイン
現地調査

資料整理

成田着 成田着

ラバウル移動

成田着

午前　日本大使館、午後　JICA,

POM移動

午前　DNPM,　午後　DOW

POM着

現地調査

現地調査

項目
業務主任/
橋梁計画 橋梁設計

I

橋梁設計
II

環境社会
配慮

自然条件
調査I
（水理）

施工計画
/積算

自然条件
調査II
（地形）

年月日

午前JICA事務所、日本大使館　午後DNPM,DOW,ABGミニッツ打合せ

午前　DOW,ABGミニッツ打合せ

現地調査

成田発

POM着,PM:JICA事務所

ＡＭ：日本大使館、ＰＭ：ＤＮＰＭ

ブカ移動

現地調査 

現地調査

現地調査

資料収集

現地調査

現地調査
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2-2 第 2 次現地調査（平成 20 年 6 月 15 日～平成 20 年 6 月 26 日） 
 

 
 
2-3 概要説明調査（平成 20 年 10 月 4 日～平成 20 年 10 月 11 日） 
 

喜多村 讃井 安井 森 黒木

1 Oct 4,'08 Sat. 成田～ ケアンズ（翌日）

2 Oct 5.'08 Sun. AM：ケアンズ～ポートモレスビー

4 Oct.7.'08 Tue.

5 Oct.8.'08 Wed.

7 Oct.10.'08 Fri.
ポートモレスビー～ケアンズ～成
田

8 Oct.11.'08 Sat.

移動 説明/協議

年月日

項目
業務主任/橋梁計画 橋梁設計　I 環境社会配慮団長 計画管理

成田～ ケアンズ（翌日）
AM：ケアンズ～ポートモレスビー、

PM：JICA事務所・日本大使館　表敬挨拶、基本設計概要書提出、説明

国家計画モニタリング省（DNPM)、公共事業賞（DOW)、ブーゲンビル自治政府（ABG)：基本設計概要書説明、協議議
事録（M/D案)について確認

3 Oct.6.'08 Mon.

環境関係手続き確認、積算価格補足見積入手等

国家計画モニタリング省（DNPM)、公共事業賞（DOW)、ブーゲンビル自治政府（ABG)：協議議
事録（M/D案)を協議、最終M/D案作成

AM：国家計画モニタリング省（DNPM)、公共事業賞（DOW)、ブーゲンビル自治政府（ABG)：M/D署名

ポートモレスビー～ケアンズ～成田

6 Oct.9.'08 Thu.

 

黒木 川辺
1 Jun.15 Sun.
2 Jun.16 Mon.
3 Jun.17 Tue.
4 Jun.18 Wed.
5 Jun.19 Thu.
6 Jun.20 Fri.
7 Jun.21 Sat.

8 Jun.22 Sun.
9 Jun.23 Mon.
10 Jun.24 Tue.
11 Jun.25 Wed.
12 Jun.26 Thu.
13 Jun.27 Fri.
14 Jun.28 Sat.

日本大使館、JICA

現地調査

DNPM,DOW

AusAID、DEC、DOW、

成田着

POM移動

ブカ移動、ABG協議

項目 環境社会配
慮I

環境社会
配慮II

年月日

成田発
POM着,大使館、JICA,DNPM
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3 関係者（面会者）リスト 
（１） 在パプアニューギニア日本国大使館 

西山 肇  特命全権大使 
川田 一徳  参事官兼総領事 
田辺 毅         一等書記官 
大川 幸樹 一等書記官 
藤村 武  一等書記官 
伊藤 賢利  二等書記官 
 

（２） JICA パプアニューギニア事務所 
喜多村 裕介  所長 
横田 隆浩  所員 
Mr. Tony Ombo 現地所員 

        Mr. Albert Kopeap       現地所員 
 
（３） 国家計画・モニタリング省(Department of National Planning and Monitoring : 

DNPM) 
Mr. Mosilayola Kwayaila, Director, Aid Policy & Coordination Directorate 
Mr. Karl Sopol, Assistant Director Bilateral Branch 
Mr. kingsley Lope, Acting Director 
Mr. Robert Gondor, Senior Aid Coordinator Japan Desk 
Mr. Raimond Oliver, Aid Coordinator 
Ms. Jenny Tumun, Aid Coordinator 
Mr. Michel Serlzaeid, Aid Coordinator 
Mr. Nelson Kai, Senior Planner Transport 
Mr. Paul Ilia, Assistant Secretary Infrastructure 
Mr. Danny Storr, Assistant Director Provincial District Coordination 
小椋 享 企画調査員（Project Formulation Advisor） 
Mr. Michio Serizawa 企画調査員（Project Formulation Advisor） 

 
（４） 公共事業省リスト(Department of Works : DOW) 

Mr. Joel Luma, Secretary 
Mr. Eric Sikam, First Assistant Secretary 
Mr. Wilfred Peko, Assistant secretary 
Mr. William Willie Asigau, Environmental Officer 
Mr. Michaela Sirabis, Assistant Secretary of Survey and Lands Branch 
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（５） 公共事業省ブカ事務所（DOW Buka Office） 

Mr. Hillary Hangatsia, Provincial Works manager 
Mr. Patrick Matheson, Acting/Provincial Civil Engineer 

 
（６） ブーゲンビル自治州(Autonomous Bougainville Government : ABG) 

Mr. Raymond Masono, Chief Administration 
Mr. John Kolan, Chief Executive Officer-Technical Service 
Mr. Leslie Tseraha, CEO Planning 
Mr. Itamai Simeon, Civil Engineer  
Mr. Ephraim Evrunoni, Special Project Officer 
Mr. Sam Rangai, Chief Executive Officer (DPI) 
Mr. Gabriel Wayen, Division of Economic Service (DPI) 
Mr. Joe Ababa, Officer (DPI) 
 

（７） 環境保全省(Department of Environment and Conservation : DEC) 
Ms. Katrina Solien, Assistant Manager-EIA 

 
（８） 歳入庁(Internal Revenue Commission : IRC) 

Mr. William Saapak, Director Tariff & Trade 
 
（９） オーストラリア国際開発庁(Australian Agency for International Development : 

AusAID) 
Mr. Bob Willis, Director Autonomous Region of Bougainville 
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4. 討議議事録（M/D)

４－１　第１回現地調査時

（平成２０年３月１２日）
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　　　ABGからのレター 　

４－２　第２回現地調査時

（平成２０年６月２４日）
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４－３　第３回現地調査時

（平成２０年１０月９日）
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５. 事業事前計画表（基本設計時） 

1． 案件名 

パプアニューギニア独立国 ブーゲンビル海岸幹線橋梁整備計画基本設計調査 

2．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

パプアニューギニア独立国（以下「パ」国という）は太平洋に位置し、国土面積 46.2

万㎞ 2、人口 619 万人を有する。金、銅、石油等の資源にも恵まれ 1975 年の独立以来、域

内における中心的国家の一つである。ブーゲンビル島はニューギニア島の東方に位置し、

面積 1.0 万㎞ 2、人口約 21 万人を有する火山島で、コプラやカカオの栽培、銅鉱業等が主

な産業である。同島では 1988年末に分離独立運動が起こり、ブーゲンビル独立派と「パ」

国政府軍との間で武力衝突が繰り返された。2001 年には「ブーゲンビル平和合意」が署名

され、武器回収・処分が進められるとともに、2005 年には自治選挙が実施され、ブーゲン

ビル自治州政府（ABG）が発足した。ようやく政情・治安は落ち着いたものの、分離独立

運動の間に破壊された主要インフラの損傷は大きく、ブーゲンビル地域の生産活動・経済

活動の復興にはインフラの復旧が不可欠である。 

「パ」国は、国家戦略として「中期開発戦略（2005-2010）」を定め、輸送インフラの復

興と維持・管理を含む 7 つの支出優先項目への戦略的予算配分を目指すこととし、交通分

野についてはインフラ新設を含む「国家運輸開発計画（2001-2010）」（NTDP）が策定され

た。しかしながら、政府予算は限られているため、既存施設の補修・維持管理に留まって

いるのが実情である。ABG は、「パ」国の計画と関連付けた「ブーゲンビル自治州政府開発

戦略計画（2006-2010）」を策定し、住民生活の再建と社会経済の復興に向け、基礎的公共

サービスの提供と基礎インフラの補修を進めており、復旧の途にある。 

本件対象橋梁が位置するブーゲンビル海岸幹線道路は、ブーゲンビル自治州政府が置か

れているブカの対岸、ココパウとかつての州都アラワを結び、更に島南部に延びる主要幹

線道路であり、同島の経済社会の復興・発展に不可欠な路線である。また、同幹線道路は

「パ」国の NTDPにおいて最重要国道の一つに位置づけられているとともに、ABG の開発戦

略の最重要課題であるインフラ整備の最優先対象とされている。しかしながら、同幹線道

路上には、橋梁あるいはカルバートが破損、または架橋されていない箇所が 15 箇所あり、

そこでは河川部浅瀬の渡河を余儀なくされ、交通の障害となっている。「パ」国政府は、

幹線道路上のこの 15 橋について無償資金協力の要請を行った。 

本無償協力案件は、その規模から「パ」国政府独自の予算により行うことは極めて困難

である。しかし、本無償協力案件により 15 橋全てを整備することで、ブーゲンビル海岸

幹線道路はその機能を発揮し、住民生活の安定と社会経済の復興に大きく寄与するもので

あり、本無償協力案件の整備効果は極めてものと高いといえる。 
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3． プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益効果の範囲及び規模） 

ココパウ、アラワ間の安全で安定した交通が確保される。 

裨益範囲：ブーゲンビル島全域 

裨益人口：約 211,000 人(2006 年) 

 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

ア 15 橋すべてが恒久施設として整備される。 

イ 洪水に抵抗できる取付道路、護岸が整備される。 

ウ 路線全体の道路が安全走行可能な状態に維持される 

 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

ア 渡河施設未設置箇所 15 箇所に恒久的な橋梁建設を行う。 

イ 橋梁及び取付道路の盛土区間を保護するための護岸工、排水工、舗装工を実施す

る。 

ウ 道路、橋梁及び交差河川の維持管理体制を整える。 

 

(4) 投入（インプット） 

ア 日本側（=本案件）：無償資金協力 31.98 億円 

イ 「パ」国側： 

・ 本無償資金協力案件の実施に係わる負担額     ：0.05 億円 

・ 本無償資金協力案件対象施設の改修後の維持管理経費：0.10 億円 

（年間換算） 

(5) 実施体制 

主管官庁：国家計画・モニタリング省（DNPM） 

実施機関：公共事業省（DOW） 

ブーゲンビル自治政府（ABG） 

 

4． 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

「パ」国ブーゲンビル島 海岸幹線道路ココパウ～アラワ間 

 

 

 

(2) 概要 

  本無償資金協力により建設される施設は以下の 15橋梁と各取付道路である。 
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No Name 構造形式 橋長(m) 基礎工 摘 要 

1 Bakanovi 橋梁 75 杭基礎  

2 Bove 橋梁 20 杭基礎  

3 Pukarobi 1 橋梁 25 杭基礎  

4 Pukarobi 2 橋梁 50 杭基礎  

5 Creepers 橋梁 20 杭基礎  

6 Ratavi 橋梁 50 杭基礎  

7 Iraka 橋梁 75 杭基礎  

8 Korova 橋梁 20 杭基礎  

9 Malas 橋梁 20 杭基礎  

10 Ururva 橋梁 20 杭基礎  

11 Kaskrus 橋梁 25 直接基礎 

12 Rotaovei 橋梁 40 直接基礎 

13 Warakapis 橋梁 25 直接基礎 

14 Irung 橋梁 40 直接基礎 

15 Rawa 1 橋梁 40 直接基礎 

河床直下より支
持層（集塊岩ある
いは、締まった砂
礫層）が認められ
る 

 

(3) 相手国側負担事項 

・ 建設用地および工事用ヤードの確保 

・ 工事用道路（迂回路）用地の確保 

・ 既設橋梁の撤去（Ururva 橋） 

・ 既設構造物の維持管理（Rawa2, Uruavi2） 

・ B/A, A/P 開設費用 

 

(4) 概算事業費 

概算事業費 32.03 億円（無償資金協力 31.98 億円、「パ」国負担 0.05 億円） 

 

(5) 工期 

詳細設計、入札期間を含め約 37 ヶ月（予定） 

 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

原住民の住居移転、用地買収が発生しないよう本無償資金協力により建設される施設

（橋梁および取り付け道路）は、既存道路用地内（用地幅 30m）で構築する。各橋梁

建設現場付近の地域住民による関係者会議（ステークホルダーミーティング）を開き、

整備の内容を公開し、事業の実施に対する同意を書面で取り付けた。 

 

5. 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関して） 

・ 「パ」国内の政情・治安が悪化しない。 
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・ 想定外の自然災害が発生しない。（施工時の大規模な洪水等） 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

 特になし。 

 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 

成果指標 2008 年時点 施工完了後 

河床走行の解消 

 

洪水時の待機時間 

15 箇所で河床を走行してい

る。 

増水により年間 30 日の通行

止めが生じている。 

河床走行箇所は、無くなる。

 

河川部での通行止めが解消

される。 

走行時間の短縮 ココパウ、アラワ間で 5 時間

から 6 時間を要している。 

走行時間が 30 分から 1 時間

短縮される。 

交通費の提言 特殊車両で人員輸送を行って

いるため、ココパウ、アラワ

間で往復 100 キナ 

車両の多様化で運賃が低減

する。 

農産物生産高 2006 年の農産物生産高： 

カ カオ（ 10.5t ）、 コプラ

（12.4t） 

輸送手段の改善で増加が見

込まれる。 

水難事故の解消 無理な河床横断による流失事

故（年数回）、徒歩横断による

水難事故 

人間、車両とも水難事故は、

解消される。 

河床通行による水質

汚濁 

飲料水、洗濯水としての河川

水に汚濁が生じている。 

汚濁の発生が解消される。 

河川環境破壊 コーズウェイの残骸が河川の

流水阻害を起こし、環境破壊

の一因となっている。 

河床整理により流水阻害が

解消される。 

 

(2) その他の成果指標 

   特になし 

 

(3) 評価のタイミング 

2012 年 3月（施設完成直後） 
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6 参考資料／入手資料リスト 
 
番号 名称 形態 オリジナル・

コピー 
発行機関 発行

年 
１ Electoral Constituency Boundaries 

Review Report to the Transitional 
Consultative Council 

図書 コピー Autonomous 
Bougainville 
Government 

2005 

２ Aid Post Establishment and 
Operating Status 

図書 コピー Division of 
Health 

Administration 
of Bougainville 

2007 

３ Contractor’s Registry Update 表 コピー Department of 
Works 

2007

４ JICA Questionnaires and 
Data/Information Required to the 

PNG Government 

書類 コピー Department of 
Works 

2008

5 Buka Map（Sheet 9887）1:100000 地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 
- 

6 Kunua Map（Sheet 9886）1:100000 地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 
- 

7 Bagana Map（Sheet 9985）1:100000 地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 
- 

8 Kieta Map（Sheet 1085）1:100000 地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 
- 

9 Laruma Map (Sheet 9885) 1:100000 地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 

- 

10 Motupena Map (Sheet 9984) 1:100000 地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 

- 

11 Buin Map (Sheet 1084) 1:100000 地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 

- 

12 Tactical Pilotage Chart, Papua New 
Guinea, Solomon Islands (TPC 

M-14C) 1:500000 

地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 

- 

13 Joint Operations Graphic (SB 56-8) 
1:250000 

地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 

- 
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14 Joint Operations Graphic (SB 56-12) 
1:250000 

地図 オリジナル National Mapping 

Bureau 

- 

15 Subdivision and rezoning of part 
U.A.L.407 & section5, Wakunai 

図面 コピー Department of Lands & 

Physical Planning 

2007 

16 Subdivision and rezoning of Arawa 
3 sheets 

図面 コピー Department of Lands & 

Physical Planning 

2007 

17 Closure of road reserve, consolidation, 
resubdivision and rezoning of Buin 

township 

図面 コピー Department of Lands & 

Physical Planning 

2007 

18 Physical planning area of Wakunai 図面 コピー Department of Lands & 

Physical Planning 

2007 

19 Milinch of Buin1:50000 地図 コピー Department of Lands & 

Physical Planning 

- 

20 Milinch of Kieta 1:50000 地図 コピー Department of Lands & 

Physical Planning 

- 

21 Milinch of Buka 1:50000 地図 コピー Department of Lands & 

Physical Planning 

- 

22 Milinch of Numa 1:50000 地図 コピー Department of Lands & 

Physical Planning 

- 

23 Milinch of Aropa 1:50000 地図 コピー Department of Lands & 

Physical Planning 

- 

24 Milinch of Puto 1:50000 地図 コピー Department of Lands & 

Physical Planning 

- 

25 Milinch of Tepo 1:50000 地図 コピー Department of Lands & 

Physical Planning 

- 

26 Climatic Tables for Papua new 
Guinea, Commonwealth Scientific 

and Industrial Research 
Organization, Australia 1975 

図書 オリジナル National Weather 

Service 

1975 

27 Number of Schools-Kokopau to Arawa データ コピー ABG 2008 

28 Autonomous Bougainville Region 
Population Projection 

データ コピー ABG - 

29 Traffic Counts Arawa-Buka-Arawa データ コピー AusAID 2007

30 キエタ気象観測所 月間ベース降雨量、

降雨日数、気温、相対湿度、日照時間 

データ コピー National Weather 

Service 

1979
～ 

1989
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31 キエタ気象観測所 日雨量年表 データ コピー National Weather 

Service 

1978 
～ 

1989 
32 キエタ気象観測所 年最大日雨量表 データ コピー National Weather 

Service 

1973
～ 

1989 
33 ブカ降雨観測所 日雨量年表 データ コピー National Weather 

Service 

1986
～ 

1995 
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